
 1 

 

 

 

 

 

 

1．八尾市立病院の医薬品採用状況 

2．医薬品・医療機器安全性情報（No.305 平成 25 年 9 月）の概要 

  【詳細は医薬品医療機器情報提供 HP（http://www.info.pmda.go.jp/）から参照可能です】 

3．製薬企業からの医薬品の適正使用に関するお知らせ 

 

1． 八尾市立病院の医薬品採用状況（平成 25 年 10 月薬事委員会承認分） 

（1） 採用医薬品：院内・院外ともに処方可能な医薬品です。 

○ スクラルファート顆粒 90％「ﾄｰﾜ」（スクラルファート細粒 90％「ﾀｲﾖｰ」から切り替え） 

○ 治療用標準化アレルゲンエキス皮下注「ﾄﾘｲ」スギ花粉 2,000JAU/mL 

○ 治療用標準化アレルゲンエキス皮下注「ﾄﾘｲ」スギ花粉 200JAU/mL 

○ 治療用アレルゲンエキス皮下注「ﾄﾘｲ」ハウスダスト 1:10 

○ 治療用アレルゲンエキス皮下注「ﾄﾘｲ」ハウスダスト 1:100 

○ 治療用アレルゲンエキス希釈液「ﾄﾘｲ」 

○ パージェタ点滴静注 420mg/14mL 

○ プレベナー13 水性懸濁注（従来の 7 価のワクチンから切り替え） 

○ ルセンティス硝子体内注射液 2.3mg/0.23mL 

 

（2） 特定患者用医薬品：処方時、事前に薬剤部への連絡が必要な医薬品です。 

○ ドパストン静注 25mg 

 

（3） 院外処方専用医薬品：院外処方せんでのみ処方可能な医薬品です。 

○ リーバクト配合経口ゼリー  

○ レキップＣＲ錠 2mg（院外かつ特定患者用） 

○ ニュープロパッチ 4.5mg（院外かつ特定患者用） 

○ ネオキシテープ 73.5mg（※新薬のため、14 日分までの投薬制限あり） 

 

 

（4） 採用を取り消します。 

○ スクラルファート細粒 90％「ﾀｲﾖｰ」（販売中止のため） 

○ プレベナー水性懸濁皮下注（13 価のワクチンへ切り替え） 

 

 

 

2． 医薬品・医療機器安全性情報（No.305 平成 25 年 9 月）の概要 

（1） ヒドロキシエチルデンプン含有製剤による腎機能障害等について 

血液代用剤ヒドロキシエチルデンプン含有製剤について、国内外の副作用の発現状況，海外における対応状況及び 

関連文献等が評価され、その結果、平成 25 年 9 月 17 日に、製造販売業者に対して、重症敗血症患者等の 

重症患者管理における本剤投与に関する注意喚起や、腎機能障害についての注意喚起等を追記するよう 

使用上の注意の改訂が指示されました。 

本号では、その内容等について紹介されています。 
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（2） 妊娠と薬情報センター事業について 

厚生労働省により平成 17 年 10 月から国立成育医療研究センターに設置された「妊娠と薬情報センター」では、 

相談業務及び調査業務が実施されています。本年度、新たな病院の協力を得て体制が強化されたので、 

本事業の概要、現状について併せて紹介されています。 

 

（2） 重要な副作用等に関する情報：商品名は当院採用薬で掲載しております。 

1. アログリプチン安息香酸塩含有製剤：ネシーナ錠 25mg、リオベル配合錠ＬＤ 

2. バルサルタン含有製剤：ディオバン錠 80mg、エックスフォージ配合錠 

3. ビルダグリプチン：エクア錠 50mg 

4. 黄連解毒湯、加味逍遙散、辛夷清肺湯 

 

（3） 使用上の注意の改訂について（その 249）：商品名は当院採用薬で掲載しております。 

1． ＜全身麻酔剤＞イソフルラン 

2． ＜全身麻酔剤＞デスフルラン：スープレン吸入麻酔液 

3． ＜全身麻酔剤＞ 

レボドパ：ドパストン静注 25mg 

レボドパ・カルビドパ水和物：ネオドパストン配合錠Ｌ100、メネシット配合錠 100 

レボドパ・ベンセラジド塩酸塩 

4． ＜その他のホルモン剤＞ガニレリクス酢酸塩 

5． ＜その他のホルモン剤＞デガレリクス酢酸塩：ゴナックス皮下注用 80mg・120mg 

6． ＜習慣性中毒用剤＞シアナミド 

7． ＜糖尿病用剤＞リナグリプチン：トラゼンタ錠 5mg 

8． ＜他に分類されない代謝性医薬品＞ジアゾキシド：ジアゾキシドカプセル 25mg「MSD」 

9． ＜その他の腫瘍用薬＞サリドマイド 

10． ＜漢方製剤＞黄連解毒湯（一般用） 

11． ＜漢方製剤＞加味逍遙散（一般用） 

12． ＜漢方製剤＞辛夷清肺湯（一般用） 

13． 一般用医薬品（かぜ薬）：塩酸プソイドエフェドリン又は硫酸プソイドエフェドリンを含有する製剤 

14． 一般用医薬品（鼻炎内服薬）：塩酸プソイドエフェドリン又は硫酸プソイドエフェドリンを含有する製剤 

 

（4） 市販直後調査の対象品目一覧（省略） 

 

 

 

3． 製薬企業からの医薬品の適正使用に関するお知らせ 

● ヤーズ配合錠（ドロスピレノン・エチニルエストラジオール錠）の適正使用のお願い（第２版） 

■本年８月に本剤の適正使用のお願い（血栓塞栓症について）が配布されています。今般、肺塞栓症による死亡症例（10 歳代

後半女性）が報告されましたので、その第２版が作成され、配布されます。 

■血栓塞栓症の初期症状（下肢の疼痛・浮腫、突然の息切れ、胸痛、激しい頭痛、急性視力障害等）が認められた場合には、

直ちに医師等に相談するよう、説明して下さい。 

■卵胞ホルモン・黄体ホルモン配合剤では、服用開始から最初の３ヶ月間に血栓塞栓症の発現が多く報告されているため、特に

注意して観察して下さい。 

■“患者携帯カード”が作成され、製造販売業者より配布されます。本カードを患者へお渡しいただき、血栓塞栓症の疑いのある

症状を説明し、症状が現れた場合には医師に相談するよう、ご指導をお願します。 


